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の苦労が無になる。俗諺にも「人の一生を評

価するには、ただ後の半生を見るだけでよい」と言つている。けだし名言である。

(余説) 若い頃には多くの人が何 らかの過ちを犯すことがあるのではないでしょうか。
しかし、人生も後半になつてからの過ちは、なかなかや り直しは難 しいと思われます。

また、第一線を退いた後の第二の人生をいかに過ごすのかについて誰もが重要です。

特に競躍傘寿命
が短いプロスポーツ選手などにとっては尚更のことでしょう。

「棺を義いて事定まる」 (晋書)と も言います。死んでこの世を去った後に初めてそ
の人の真価が定まるのであれば、後半生はもちろん最後の一

‐
瞬まで大事です。とすれば、

今からでも遅くはありません。残 された人生を誠実に前向きに生き、晩節を全 うするこ

とこそがその人生を豊かにするのです。頑張 りましょう。皆 さん !

(意訳) 祖先が残 してくれた恩恵は何か。それは、今自分が享受 している幸福である。
祖先が長年に亘つて困難な苦労を積み重ねてきたことに感謝 しなければならない。

子孫に残そうとする幸福は何か。それは、現在の自分が積み重ねている努力によつて

もたらせるものだ。それは崩れることも早いことを念頭においておくべきである。

(余説)「 自業 自得」「因果応報」は仏教の言葉です。 自らつくった善悪の業の報いを自
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いです。わが国には「親の因果が子に報い」との俗諺もあり、ここで菜根諄が教えるの

も家が基本の儒教的です。あなたにとっては、どちらが分か りやすいでしょうか、そん
「福祉」の福・祉共に

'さ

いわい 。しあわせ」という意味です。西郷南洲は「児孫の

為に美田を買わず」と書き残 しましたが、子孫の幸福を願いながら具体的に何を残せる

のか悩ましいところです。確かに、何れも崩れやすいものが多いですね。

(参考)西郷南洲・感懐 「幾歴辛酸志始堅 丈夫玉砕愧甑全
一家 ilk事人知否 不為児孫買美田」      せんぜん は
(幾たびか辛酸を歴て志始めて堅し、丈夫玉砕 して輛全を愧ず

一家の遺事人知るや否や、児孫の為に美田を買わず )
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罐が
ば、他の事を借 りて隠に之を諷め、今 日悟 らざれば、来日を電夕

て再び之を

警 めよ。春風の凍れるを解 くが如く、和気の氷を消すが如 くす。綾かに是れ家庭
の型範なり。 前集 97

(意訳) 家族の者に過ちがあつたら、むやみに激 しく叱らないほうがよい。 さりとて軽
々しく見逃 していけない。もしそれが直接に言いにくい事ならば、他の事にかこつけて

それとなくたしなめる。それで効果がなければ、他 日を待つて再び注意する。春風が凍

りついた大地を解かし、暖気が氷を解かすようにするのが家庭の和を保つ秘訣である。

(余説)大 学八条 目「格物・致知・誠意・正心・修身・斉家・治国・平天下」で、家を斉 える
ことは国を治める前提です。中村天風が言 う「家庭とは神が定めた自己修養の場だJと
のとお り、家族を叱るのは学校や職場で生徒や部下を叱るより難 しいものです。野球の

野雌克也 さんは、叱る基準がはっきりしていることが大切だと書いています。
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間接的に相手を批判することで、叱ることは左様に難 しいものです。さらに「叱る」と
「怒る」の区別も弁える必要があります。かつてわたしは部下に対しては「誉めること

は間接的に、叱ることは直接に」を心がけていましたが、どんなものでしょうか。
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(意訳)人間の真心から発する一念は、夏の夜に霜を降らせ、堅固な城壁を崩 し、矢じり
を金や石に突き通すことができる。これに対 して、 うそ偽 りの多い人は、肉体は一応備

わつていても、人としての本心はすでに失われている。だから、人に向かう時には顔形

まで憎 らしくなり、一人でいる時には自分でも自己嫌悪に陥るに違いない。
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t巌 をも徹す」が残つています。

朱子語類に「陽気の発する処、金石もまた透る。精神一到何事か成 らざらん」とあり

ます。因みに、薩摩川内市の陽成小学校校名の由来はここだそうです。白鳳が横綱昇進

で述べた口上も「精神一到」でした。真心をもつて一筋に思い続ける人と、うそ偽 りの

心で他者に接する人 との表情には大きい隔た りがあるように感 じられます。

竹内一郎著 「人は見た目が 9割」 (新潮選書)に は「話す言葉は 7%の内容 しか伝え
ない。残 りの 93%は顔の表情や声の質、身だしなみや仕草などが大きく影響する」と
あります。採用試験の面接の光景を思い出します。

数年前にテレビの公共広告で、宮澤章二さんの詩「行為の意味」が放送されました。
｀

くこころ〉はだれにも見えない けれどくこころづかい〉は見える
胸の中のく思い〉は見えない けれど〈思いや り〉はだれにでも見える
それは人に対する積極的な行為だから (一部) も心に残つています。
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